
　当社グループのコーポレート・ガバナンス体制（取締役の職

務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

企業の社会的責任

企業は、株主、顧客、取引先、従業員、地域社会というすべてのステークホルダーと関わり合いながら社会を構

成する一員として存在しています。

当社は創業当初から、「創造によって文化、産業に貢献する」という社是のもとに社会との共生を大切にしてき

ました。エレクトロニクス産業分野において、創造（オリジナリティ）により独創的な新製品を提供することが社会

に貢献し、また公正な企業倫理を遵守・徹底していくことが当社の果たすべき社会的責任であると認識し企業活動

を行っています。

体制 その他株式会社の業務の適正を確保するための体制）

は、次の通りです。

業務執行

情報開示（報告・議案上程）

企業倫理・CSR委員会

取締役会

株主総会

監査役会 会計監査人

会長・社長

経営会議

執行役員

各部門・各グループ会社

経営監査部

規程委員会

情報セキュリティ委員会

リスク管理委員会

危機管理委員会

監査役室

情報開示諮問委員会

報酬諮問委員会

指名諮問委員会

選任・解任、監督 選任・解任、監督 選任・解任、監督

監査 報告

諮問・報告 経営の意思決定 経営の監視 会計監査

監査役職務における補助企業倫理綱領の周知徹底

重要開示書類の審議、精査

取締役・執行役員報酬の審議

取締役・監査役・執行役員の
指名に関する審議

連携

指示

業務執行に関する方針・政策の決定 業務執行と経営方針の整合性、
経営効率の妥当性監査

業務執行に関する
方針・政策の審議

ERMの導入・推進

不測事態での対策実施

全社諸規程類の整備

情報セキュリティ対策の実施

重要案件の
付議・報告

指示・監督

報告
報告指示

連携

報告

報告監査

選任・解任、監督

【コーポレート・ガバナンス】
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当社グループの研究開発活動は、多様化するエレクトロニ

クス分野へ対応すべく新製品開発の強化拡大に引き続き努め、

特に、次世代記録関連製品、移動体通信関連のマイクロエレ

クトロニクスモジュールや、素材技術と設計技術を基盤とし省

エネルギーと環境に配慮したデバイスの研究開発に注力して

きました。また、技術資源を情報家電、高速大容量ネットワー

ク、カーエレクトロニクスの3分野へ集中し、効率的な研究開

発に取り組んでいます。

具体的には、コア技術を活かした次世代フェライト磁石の製

品化、次世代高記録密度ヘッドの開発、ブルーレイディスクを

中心とした次世代DVD関連製品の強化を進めました。また、

EMCフィルタ、複合磁性シートフレキシールドや電波暗室用

電波吸収体等のEMC対策部品の製品化や、高周波モジュー

ル等のモジュール製品への対応も強化しています。

開発体制は、材料・プロセス技術開発セン

ター、デバイス開発センター、評価解析セン

ター、SQ研究所及び各事業部門の技術開発

機能からなり、それぞれの担当領域の新製

品、新技術開発を推進しています。材料・プ

ロセス技術開発センターは先端材料技術とプ

ロセス技術への対応、要素技術の強化拡大を、デバイス開発

センターは新規デバイス開発を、SQ研究所は次世代記録技

術の研究開発を担当しています。

海外研究開発活動としては、米国、欧州の有力大学との研

究開発の推進、海外研究開発子会社による現地技術資源の

活用強化等が挙げられます。今後の事業基盤の確立と展開を

目指す中国においても、電子部品材料関連の研究開発活動を

行っています。その他連結子会社の研究開発活動としては、

Headway Technologies, Inc. における次世代HDD用ヘッド

の開発を引き続き推進しています。

なお、当期の研究開発費は、前期比0.4%増の57,645百万

円（売上高比7.9%）です。
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